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消
防
職
員
は
常
に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の
状

況
に
お
い
て
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
と
い
う

使
命
を
果
た
す
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
事
態
を
想
定
し

準
備
を
し
て
い
ま
す
。

人
命
救
助
の
最
前
線
、
消
防
本
部
を
取
材
し

ま
し
た
。

伊
佐
市
と
湧
水
町
で
組
織
す
る
「
伊
佐
湧
水

消
防
組
合
」
は
、
消
防
本
部
（
大
口
消
防
署
）・

菱
刈
分
遣
所
・
南
消
防
署
・
吉
松
分
遣
所
が
あ
り

ま
す
。
現
在
、
本
部
20
人
、
本
部
・
署
兼
務
35
人
、

署
45
人
、
出
向
・
総
務
課
付
２
人
の
１
０
２
人
の

職
員
が
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
の
火
災
発
生
状
況
は
伊
佐
市

25
件
・
湧
水
町
７
件
。
救
急
搬
送
は
伊
佐
市

１
４
９
６
件
・
湧
水
町
６
０
０
件
。
救
急
搬
送
の

う
ち
５
９
５
件
は
人
吉
市
や
霧
島
市
、
鹿
児
島
市

な
ど
管
外
へ
の
搬
送
で
す
。
管
外
搬
送
中
に
は
時

間
を
要
す
る
た
め
、
緊
急
や
む
を
え
な
い
場
合
は

休
暇
中
の
職
員
へ
応
援
を
要
請
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

大
口
消
防
署
で
は
本
部
事
務
と
署
事
務
を
兼

務
、
更
に
災
害
現
場
へ
の
対
応
を
さ
れ
て
い
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
採
用
計
画
等
が
あ
り
速

や
か
に
と
は
行
か
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
条
例
定

数
１
２
０
人
に
少
し
で
も
早
く
近
づ
く
こ
と
を
願

い
ま
す
。
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通
信
指
令
室
で
は
、
一
分
一
秒
で
も
早
く
現
場

に
向
か
う
た
め
に
地
図
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
１
１
９
番
通
報
が
な
さ
れ
た
位
置
が

地
図
上
に
表
示
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
通
報
場
所
が

特
定
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
職
員
は
さ
ま

ざ
ま
な
事
態
に
備
え
た
消
火
活
動
や
救
助
等
の
訓

練
に
加
え
、
予
防
活
動
と
し
て
会
社
や
店
舗
、
学

校
、
病
院
や
福
祉
施
設
な
ど
の
状
況
確
認
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い
方
な
ど
の
救
急
講
習
な
ど
多
岐
に
渡
っ

て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
本
部
は
、
昭
和
51
年
３
月
に
完
成
、
４

月
16
日
に
移
転
を
終
わ
っ
た
と
の
記
録
が
あ
り
ま

す
。
建
物
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
壁
や
柱
に
ひ
び
割
れ

が
あ
り
ま
す
。
完
成
か
ら
半
世
紀
、
老
朽
化
の
姿

か
ら
年
月
の
経
過
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
大
き
な

揺
れ
に
耐
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
一
抹
の
不
安

を
抱
か
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
伊
佐
市

防
災
マ
ッ
プ
に
よ
る
と
河
川
浸
水
想
定
区
域
内
の

３
ｍ
未
満
区
域
に
あ
り
大
雨
に
よ
る
影
響
も
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。
年
中
無
休
で
様
々
な
活
動
に
よ

り
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
っ
て
く
れ
る
消
防
職

員
、
今
後
は
女
性
職
員
の
採
用
も
増
え
て
い
く
と

聞
き
ま
し
た
。
働
く
場
所
の
環
境
や
処
遇
が
改
善

さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

伊佐市防災マップによる消防本部の状況

完成当時の消防本部

あらゆる場所にひび割れが
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○本会議は午前10時開会です。
６月

１日（月） 本会議（招集日）
４日（木） 本会議（２日目）一般質問
５日（金） 本会議（３日目）一般質問
８日（月） 本会議（４日目）一般質問
15日（月） 本会議（５日目）総括質疑

16日（火）
総務産業委員会（９時から）
文教厚生委員会（13時30分から）

17日（水） 一般会計予算決算委員会（9時から）
24日（水） 本会議（最終日）

※日程は変更になることがあります。
　詳しくは議会事務局（☎23-1335）に
　お問い合わせください。

議会をスマートフォン・パソコンでも視聴でき
ます。（市議会の生中継や録画を映像配信しています）
　　【伊佐市ホームページ】
　　　　　　　↓
　　　　【行政・議会】
　　　　　　　↓
　　　　　　　　　【議会】
　　　　　　　　　　↓

【議会インターネット映像中継】
大口庁舎、菱刈庁舎、まごし館では
議会ライブ中継をご覧になれます。

編集・発行責任者
　　議　　長　　福本　千枝子
議会広報等特別委員会
　　委 員 長　　畑中　香子
　　副委員長　　楠元　彩子
　　委　　員　　小田原　宏
　　　　　　　　中村　浩久
　　　　　　　　有郷　豊喜
　　　　　　　　奥　　浩一

令和８年
第２回定例会のお知らせ 議員と意見交換会をしませんか

１ 対　　象	 市民の方で５～ 10人程度の団体、グ
ループ 

２ 開催期間	 令和８年7月中旬から11月中旬まで。 
３ 意見交換	 あらかじめ提出されたテーマで、意見

交換会を行います。なお、時間は１時
間～ 1時間30分程度とします。 

４ 開催場所	 原則、応募団体、グループが希望され
る場所。なお、会場は応募団体、グル
ープで確保してください。 

５ 参加議員	 提出していただいたテーマに応じ、数
人の議員が参加します。 

６ 応募方法	 申込書に必要事項を記載して、議会事
務局へ提出してください。なお、FAX、
メールでも提出できます。 

※申込書は市議会のホームページに掲載してありま
す。また、議会事務局に連絡いただければ申込書を
発送します。 
７ 応募期間	 令和８年6月1日から7月末日まで。 
８ そ の 他	 開催については、議会で協議し決定し

ます。応募されたテーマの内容、開催
時期によっては、お受けできない場合
がありますので、あらかじめご了承く
ださい。実施すると決定した場合、日
時や内容について打ち合わせをさせて
いただきます。 

《問合せ先》伊佐市議会事務局	 TEL23-1335
	 FAX22-4983 

団体募
集

編
集
後
記

編
集
後
記

戦
前
の
政
治
家
だ
っ
た
永
井
柳
太
郎
氏
が
、
政

治
家
に
最
も
必
要
な
素
養
は
「
信
念
、
聡
明
、
雄

弁
」
の
３
つ
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
信
念
と

は
、
自
ら
の
信
じ
る
道
を
貫
く
強
さ
で
あ
り
、
聡

明
は
複
雑
な
問
題
を
見
抜
き
、
適
切
に
判
断
す
る

知
恵
で
あ
り
、
市
民
が
要
請
す
る
こ
と
を
読
み
取

る
力
。
そ
し
て
雄
弁
は
人
々
の
心
を
動
か
し
、
政

策
へ
の
理
解
と
共
感
を
広
げ
る
力
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。

私
た
ち
伊
佐
市
議
会
も
こ
の
言
葉
を
し
っ
か
り

と
自
覚
し
、
地
域
住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
信
念

と
聡
明
さ
、
そ
し
て
雄
弁
さ
を
持
っ
て
、
こ
れ
か

ら
も
行
政
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

70号の表紙は…
　「湯之尾滝の鯉のぼり」です。昭和59年（1984）
から始められたもので、子どもの健やかな成長と社会
での活躍の願いが込められています。
　伊佐市議会では、子どもたちが社会の一員として成
長していく取組みとして、８月末に「こども議会」を
開催する予定です。

「伊佐市議会だより」で、議会のさまざ
まな情報をお伝えしています。

楠
元
　
彩
子


